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Ⅵ．考　察
　コスト伝票画面の修正後，見直しに関するアン
ケート（図4）を実施した．画面が整理されコス
ト入力が容易になった，という意見が多数，また
修正後で間も無いため，まだ慣れないといった意
見もあった．
図3　電子カルテ：1ページに収まるレイアウト
　一方で画面は見やすくなったが，コスト入力の
漏れ防止になったとは言えないという意見も挙げ
られた．今回の見直しが，EFファイルとHファ
イルの乖離を埋めるために直接役立ったとはいえ
ないかもしれないが，病棟にコスト意識を持たせ
る事には成功したといえる．
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図4　コスト伝票：アンケート
Ⅶ．今後の課題
　算定可能な診療行為の入力が漏れるという問題
は，コスト伝票画面の見直し，項目精査を行う事
で対応可能となった．しかし，出来高算定の場合
のコストやDPC係数にも影響が出るため，村中ら
1,2）の発表同様，一人一人がコストに対する意識
を高める事が大切である．また2年ごとの医療改
正や日々の業務の合間に，診療報酬の追加，削除
等，コスト伝票画面を修正する機会は定期的に発
生するため，病棟や外来からの要望に対しては，
その都度柔軟に対応を行う必要がある．
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